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D 121　　婦人衣服販売に関する一考察一通信販売の動向を中心として一

　　　　大分大教育　　　村田仁代

　目的　明治期よりみられる無店舗（通信・訪問）販売は長い歴史を有する。最近、その

総売上高伸び率で大型小売店を大きく上回り、通信販売等に対する社会的関心は著しく高

まってきた。通信販売の利用実態調査の結果では、購入商品の第一に「婦人衣料品」（32

％）があげられている('89年度社団法人日本通信販売協会調査報告)。そこで本発表では現

代衣生活のなかで無視できない通信販売について、婦人衣服を通じその動向を分析する。

　方法　通信販売の主要媒体であるカタログ誌5 5冊の内容から最近の動向をあきらかに

する。さらに従来の販売状況と比較するために昭和初期からの婦人雑誌の通信販売記事を

参考とする。また通信販売企業の、社史および協会会報をもとに業界の動向をも把握する。

　結果　カタログ誌の記載内容から、従来通信販売の短所とされてきた問題点に数々の対

応のなされていることがあきらかになった。その例として1.組成表示・取り扱い表示・特

殊加工等の説明のほか、店頭購入の際に注目する衣服の素材・付属品・裏側・縫製等の拡

大写真をも掲載し懇切に商品紹介を行なっている、2.サイズの選択に厳密さをもたせるた

めに採寸の方法・箇所等を平易な図を用いて解説している、3.購入後の苦情に対応するた

め交換・返品の機会を設ける、等の点をあげることができる。さらに最近の通信販売では

店舗販売の限界を越えた方法も行なわれている。その代表的な例にスペシャルカタログの

配布がある。これは服種・素材・年令層別にして、―店舗で常時扱うことのできない多品

目・多品種を掲載し、今日の多様化した消費者の志向に合致させようとする動きである。
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　目的　日本の産業構造を支える製造メーカは，ここ数年ＯＡ化に伴い，雇用や労働の諸

条件，作業環境の改善が押し進められている．最近一部の企業では，制服や作業着に対す

る認識が再検討され,－　アトラクティブな作業着を採用する傾向が現われてきている．その

ような現状の中で，製造メーカ等で働く労働者が，どのような意識をもって作業着をとら

えているのかを，アンケート方式により意識調査をし，統計的に分析することを目的とす

る．

　方法　アンケート収集先は，日本の大企業から小企業まで広範囲に1 4社を選択し，か

つ一定業界に限らずグ□ ―バルなデータ収集とした．主なアンケート内容:　作業着の選択

理由，作業環境への調和性，好感度，着心地，異性への印象，現場への統一性の有無，バ

リエーションの有無，現状の作業着の必要性，デザイン等の変化による仕事への意欲，コ

ーディネートの有無と現状，ブランド化への意識や作業着に対する自由なイメージ諭.　ま

た2社の企業に限って労働者への面談を行ない，生の声を抽出した．

　結果　総じて，男性，女性の意識差は各項目にみられないが，年代別と企業別での意識

には差がみられた．作業着の選択理由は，機能性, 色,デザイン，素材，型，企業イメー

ジ，作業環境が主であることが明らかとなった．また，労働者は作業着に対して，イメー

ジが暗い，デザインが古い，色が暗い，個性がない，ダサイ，型が古いなど感性的不満と，

機能性，安全性，フィット性などへの不満を持っており,マイナスイメージが強いことが

わかった．すなわち，今後，作業着の改善の必要性を強く認識した結果となった．


